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序     文 
 

インドシナ地域において、違法薬物の密造・密売および乱用は、長年にわたる懸案問題とな

ってきた。アヘンやヘロインが主体であった従来の違法薬物問題に加え、近年はアンフェタミン

系覚せい剤（ATS）の密造・密売と、特に若年層による乱用が大きな社会問題となっている。

ATS等の違法薬物は国際的なシンジケートを介して大量に密造されており、一国の問題として対

処することが困難なため、地域的国際的な取り組みが不可欠であるとの認識が強まっている。他

方で、科学的根拠に基づく薬物取締り・捜査を実施するためには、薬物分析技術の向上が前提と

なる。そのため、タイおよび周辺国が連携して薬物分析技術を向上させることにより、地域にお

ける法執行能力の強化が可能となる。 
かかる認識のもと、独立行政法人国際協力機構は、タイ政府からの要請を受けて、2002年６

月から2005年６月までタイおよびCLMV諸国（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）に

おける薬物分析技術の向上を通じた法執行能力の強化を目的とした「薬物対策地域協力プロジェ

クト」を実施し、さらに同プロジェクトの成果を踏まえて、2006年９月21日から2009年３月31日

までCLMV諸国に対するタイの薬物分析技術支援能力の向上をプロジェクト目標とした「メコン

地域薬物対策地域協力プロジェクトフェーズ２」を実施した。 
今般、プロジェクト期間の終了に先立ち、プロジェクトの活動実績と成果を確認するととも

に、プロジェクト終了後の対応について相手国側と協議するため、2009年１月11日から１月29日

まで同機構公共政策部ガバナンスグループ長 桑島京子を総括とする終了時評価調査団を現地に

派遣した。 
本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後の国際協力活動の

進展に広く活用されることを願うものである。 
ここに、これまでのプロジェクトにご協力いただいた内外の関係各機関の方々に心から謝意

を表するとともに、今後の一層の支援をお願いする次第である。 
 
平成21年５月 

 

独立行政法人国際協力機構 
公共政策部長 中川 寛章 
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NATSI外観 NATSI内のGC 

外見検査研究室 NACD（カンボジア）のラボ 

簡易判定試薬（ベトナム） メンテナンスの連絡先 
（ミャンマー） 
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略 語 表 

ATS Amphetamine-type Stimulus アンフェタミン系覚せい剤 

CAM General Department of Cambodia's Control 
of Import-Export and Fraud Repression 

カンボジア商業省輸出入取締総局 

CCDAC Central Committee for Drug Abuse Control ミャンマー薬物乱用統制中央委員会 

CEO Chief Examiner’s Office ミャンマー科学鑑定官事務所 

CLMV Cambodia, Lao People’s Democratic 
Republic, Myanmar, and Vietnam 

カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベト

ナム 

CNPD Counter Narcotics Police Department ベトナム公安省薬物取締部 

C/P Counterpart カウンターパート 

DAC Development Assistance Committee 開発援助委員会 

DCD Drug Control Department, Ministry of 
Public Safety 

ラオス公安省薬物取締部 

FDQCC Food and Drug Quality Control Center ラオス保健省食料・薬物品質統制センタ

ー 
GC Gas Chromatograph/Gas Chromatography ガス・クロマトグラフ／ 

ガス・クロマトグラフィー 

GC-MS Gas Chromatograph-Mass Spectrometer ガス・クロマトグラフ-質量分析計 

Ice Crystal-type Methamphetamine  結晶型メタンフェタミン 

IFS Institute of Forensic Science ベトナム公安省刑事科学研究所 

IP Impurity Profiling 不純物分析 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

J/E Japanese Expert 日本人専門家 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 

LCDC Lao National Commission for Drug Control 
and Supervision 

ラオス国家薬物統制管理委員会 

LEB Narcotic Law Enforcement Bureau タイ薬物取締局 

M/M Minutes of Meetings 協議議事録（ミニッツ） 

MM Man Month 人月 

NACD National Authority of Combating Drugs カンボジア内務省国家薬物対策機関 

NATSI Narcotics Analysis and Technical Service 
Institute  

薬物分析技術サービス研究所 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

OJT On-the-Job Training オン・ザ・ジョブ・トレーニング 

ONCB Office of Narcotics Control Board タイ薬物統制委員会事務局 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス 



PDMe Project Design Matrix for evaluation 評価用プロジェクト・デザイン・マトリ

ックス 

R/D Record of Discussions 討議議事録 

SODC Standing Office of Drug Control of Vietnam ベトナム国家薬物対策常任委員会 

THB Thai Baht タイ・バーツ 

TICA Thailand International Development 
Cooperation Agency 

タイ国際開発協力庁 

TLC Thin-Layer Chromatography 薄層クロマトグラフィー 

 
 
 



評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国名：タイ 案件名：メコン地域薬物対策地域協力プロジェクトフェ

ーズ２ 

分野：ガバナンス・公共安全 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：公共政策部法・司法課 協力金額（評価時点）：144,880千円 

2006.9.21-2009.3.31 先方関係機関：タイ薬物統制委員会事務局（ONCB） 協力期間 

 日本側協力機関：警察庁 

１－１ 協力の背景と概要 
インドシナ地域において、違法薬物の密造・密売および乱用は、長年にわたる懸案問題と

なってきた。過去40～50年のあいだ、タイ王国（以下、「タイ」と記す）をはじめとする周

辺諸国はこの問題に対処するため、絶えることなく包括的な努力を続けてきたが、今日ま

で、社会、文化、経済、治安等のあらゆる局面に多大な負の影響を及ぼしている。 
アヘンやヘロインが主体であった従来の違法薬物問題に加え、近年はアンフェタミン系覚

せい剤（ATS）の密造・密売と、特に若年層による乱用が大きな社会問題となっている。 
ATS等の違法薬物は国際的なシンジケートを介して大量に密造されており、一国の問題と

して対処することが困難なため、地域的国際的な取り組みが不可欠であるとの認識が強まっ

ている。 
地域的な薬物対策は緊急の課題である一方、薬物対策関連の法執行能力を強化するうえ

で、科学的根拠に基づく薬物取締り・捜査を実施するためには、薬物分析技術の向上が前提

となる。域内の効果的な薬物対策のためには、タイおよび周辺国が連携して薬物分析技術を

向上させることにより、地域における法執行能力の強化が可能となる。 
かかる認識のもと、タイ政府はCLMV（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）に

おける薬物分析技術の向上を通じた法執行能力の強化を実現すべく日本政府に支援要請を行

い、2002年６月から2005年６月まで、JICAは薬物対策地域協力プロジェクトを実施した。同

プロジェクトにより、各国の薬物鑑定官・取締官の技術･知識が向上した。達成された成果

を踏まえ、タイ政府からインドシナ各国において、薬物の不純物分析の結果が薬物取締りに

活用されるシステムを強化する旨のフェーズ２の要請が提出されたのに続き、CLMVから

も、それぞれフェーズ２が要請された。 
 

１－２ 協力内容 
（１）上位目標 

インドシナ域内において科学的証拠に基づく薬物捜査／取締り活動を促進するため、

タイおよびCLMV諸国間の薬物対策における協力関係が強化される。 
 

（２）プロジェクト目標 
（タイ部分；他国においてはそれぞれ設定）タイ薬物対策機関（ONCBおよび関係機

関）が、CLMV諸国の薬物取締りおよび薬物分析／不純物分析分野の技術支援を実施す

るために、薬物分析および不純物プロファイリングの能力を強化する。 
 

i



（３）成果 
１）プロジェクト関連の薬物鑑定機関（ONCBの分析ラボ）の薬物等の分析能力が向上

する。 
２）薬物取締り活動において薬物分析が有効に活用されることが定着する。 
３）薬物取締りおよび薬物分析／不純物プロファイリングの訓練にかかわるONCBおよ

び関係機関の訓練指導者の指導能力が向上する。 
 

（４）投入 
＜日本側投入＞ 

１）専門家派遣 
・長期派遣専門家 ３名 （57.73MM；薬物対策、薬物分析、業務調整） 
・短期派遣専門家 延べ８名 （28.58MM；薬物対策、薬物分析、業務調整） 

２）機材供与（タイ向け供与機材） 
・Ice（結晶型メタンフェタミン系覚せい剤）分析用ソフトウェア（2006年188万円） 
・大型プリンター〔2008年現地調達118,030バーツ（312,071円）〕 
・データベース用パーソナルコンピューター３台および付属品〔2008年現地調達131,610

バーツ（347,977円）〕 
３）国別研修 

・本邦研修：２名（2007年９月） 
４）その他：コンサルタント契約 

・ガス・クロマトグラフ（GC）維持研修（Tramat社による） 
〔35,378.69ドル（3,199,649円）〕 

・薬物データベース開発（InfoMania社による）〔1,510,000バーツ（3,992,440円）〕 
＜タイ側投入＞ 

１）カウンターパート（C/P）配置 11名 
２）建物・施設およびその他の便宜供与 

・事務室３室（ONCB本部に２室、研究所に１室）、秘書１名 
３）運営資金 

・ONCBの一般予算から支出している。 
・分析機器の維持管理費および試薬・ガスの調達 

２．評価 

（１）妥当性 
プロジェクトの妥当性は高い。 

・域内における薬物の撲滅は、タイとCLMV諸国の政策に合致している。 
・日本のODA大綱においても、薬物対策は重要なグローバル・イシューに位置づけられ

ており、対タイ国別援助計画におけるタイのドナー化支援方針「地域協力の推進（第

三国における共同支援）」にも沿っている。 
・ターゲットグループは、「ONCBの薬物管理（薬物取締り、薬物分析）のインストラク

ター」と設定されており、プロジェクトによって彼らの能力を向上させて、地域でそ

の能力を示す機会を提供することによって、ONCBの組織プレゼンスを向上させ、

CLMV諸国の薬物取締りおよび薬物分析能力の強化に寄与している。 
・広域案件としての枠組みに関する関係国間の合意形成は、プロジェクト開始後に行わ

れたため、枠組み形成プロセスとしての妥当性は十分とはいえない。 
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（２）有効性 
プロジェクトの有効性は中の上レベル。 

・本プロジェクト目標は、以下の成果達成状況を踏まえて、達成される見込みである。

・ONCB薬物分析ラボ〔薬物分析技術サービス研究所（NATSI）〕の薬物分析能力向上に

ついては、３名の分析官のATS型不純物分析のスキルが向上し、Iceの不純物分析につ

いても技術を習得しつつある。 
・薬物分析と薬物取締りとの連携強化については、薬物情報システムを確立し、分析や

外観検査の結果・証拠に基づく捜査、戦略的な取締り方策等に係る国内研修を独自に

行うなど、自立性は高い。 
・ONCB教官の薬物取締りと薬物分析／不純物分析の分野における域内での指導能力の

強化については、2007年度にタイでのワークショップを３回実施したほか、2008年３

月以降CLMV各国の累次の現地研修において、ONCBスタッフが講師として繰り返し

指導にあたっており、ONCBスタッフによる指導教材やマニュアル等も作成されてい

るため高レベルで達成見込み。 
・CLMV向けの活動の遅れ等の要因が、プロジェクト目標の達成に負の影響を及ぼし

た。 
 

（３）効率性 
プロジェクトの効率性は中程度。 

・専門家の投入の全体規模は適切であったが、最終８か月に活動負荷が集中した。 
・タイ側C/Pの数、能力、配置などは適切。ただし、C/P分析官の異動がNATSIの技

術レベルの向上に影響を及ぼした。 
・成果１、２に関しては、日本側からの投入が少なくても、CNCB側の自助努力も

あって、十分な成果を達成した。 
・成果３に関しては、リーダーワークショップをCLMV向け活動の最初に実施する

ことにより、各国に薬物分析と薬物取締りに係る標準的な知識を効率的に提供す

ることができた。 
・ミャンマーでの長期にわたるGC故障、維持管理予算の確保や現地での調達の難し

さなどが効率性を阻害した。 
 
（４）自立発展性の見込み 

CNCBは、CLMV諸国からの要請に基づき技術支援を継続する用意があることか

ら、プロジェクトへ自立発展性の見込みは認められる。しかし、以下の点が課題と

される。 
・NATSIスタッフはプロジェクト終了までにIceの不純物分析の手法を習得見込みで

あるが、そのデータの精度を向上させていくことが課題となっている。 
・ONCBはCLMVに対する人材育成を支援するだけの十分な人材を有し、CLMVから

の要請に基づき支援していく意向をもっている。 
・NATSI内で協力により移転した知識・技術を他の分析官に伝えていくことが課題

となっている。 
・薬物データベースがCLMVにインストールされたばかりであるため、その運用状

況についてモニタリングをしていく必要がある。 
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３．特記事項（提言・教訓等を含む） 

プロジェクト目標「ONCBが周辺国技術指導を行うための薬物対策および分析能力の強

化」は、計画どおりに達成する見込みであり、予定どおりに2009年３月31日で、本プロジェ

クトを終了することを提言する。 
プロジェクトによって得られた成果の自立発展性、ならびにCLMV諸国における活動の持

続性を考慮したうえで、協力期間中および終了後に向けた提言事項は次のとおりである。 
 

（１）プロジェクト期間中に考慮すべき事項 
１）ONCBはIce型の不純物分析技術を習得する予定であるが、よりデータ管理を向上さ

せ、分析の精度を維持・向上させることに、より留意を傾けるべきこと。 
２）拡大する分析ニーズと周辺国の支援ニーズに効果的に応えるためには、NATSIにお

ける知識の移転や人事管理を含む人材育成に留意すること。 
３）薬物データベースの導入や操作研修の進捗をみながら、技術的なフォローとモニタ

リングを行うこと。 
４）2009年３月には、タイにおいて取りまとめのための地域セミナーを開催し、周辺国

との間でプロジェクトの成果と進捗を共有し、将来的な地域協力を議論すること。

JICAは、周辺諸国の参加者経費を支援する。 
 

（２）プロジェクト終了後、CLMV諸国の自助努力を持続させるために考慮すべき事項 
１）地域のなかでも、CLMにおけるGCを用いた不純物分析技術の向上は長期的視野で

取り組むべき課題である。GCの維持管理への継続的努力も激励すべきであり、長期

にわたる自助努力強化のための適時のモニタリングや助言が重要である。 
２）データベースの継続的かつ有効な活用状況についても、各国の状況ごとに、適時の

モニタリングと活用推進が必要である。 
３）ONCBは、CLMV諸国からの要請に基づき技術支援を継続する用意があることを表

明している。 
 
（３）教訓 

１）地域協力のプロジェクト形成 
地域協力プロジェクトの絞込みや設計、関係国間の合意形成にあたっては、時間軸

や手続き的な順序についてより慎重に検討することが必要である。二国間討議議事録

（R/D）などを締結する前の時点で、地域的な合意形成を図ることが望ましい。 
２）機材の自立的維持管理 

各国機関において、フェーズ１で供与されたGCの安定的運用ができるかどうか

が、フェーズ２の活動にも影響を与えた。新しい機材の供与にあたっては、担当機関

に維持管理コストや予防的措置の必要性を理解させることが不可欠である。加えて、

受入れ機関が自国政府に対し予算要求すること、継続的な運用を確実に行えるよう、

自立的な維持管理能力を構築するための助言を提供し、受益国側の努力を促進するこ

とが重要である。 
*１バーツ＝2.644円  
*１ドル＝90.44円（ともに2009年１月統制レート）  
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第１章 終了時評価調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

本プロジェクトは、CLMV（Cambodia, Lao People’s Democratic Republic, Myanmar and Vietnam：

カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）諸国に対するタイのONCB（Office of Narcotics 
Control Board：タイ薬物統制委員会事務局）の薬物分析に係る技術支援能力を向上することを目

的に、2006年９月に日タイ間で実施が合意された。2008年５月に運営指導調査団が派遣され、

各国（ミャンマーを除く）における協力活動の進捗を確認するとともに、終了時における到

達レベルおよび終了までの各国における活動計画について協議・合意した。 
本調査団は、2009年３月のプロジェクト終了を控え、上記運営指導調査団の合意事項を踏ま

えて、以下の諸点を目的とした終了時評価を実施するために2009年１月11日から１月29日まで派

遣されたものである。 
 
（１）プロジェクト開始時のR/D（Record of Discussions：討議議事録）および2008年５月の運営

指導調査団のM/M（Minutes of Meetings：協議議事録）、PDMe（Project Design Matrix for 
Evaluation：評価用プロジェクト・デザイン・マトリックス）に基づき、これまでのプロジ

ェクト活動の進捗状況、実績、プロセス、目標の達成見込みを整理および確認する。 
（２）小規模案件につき、DAC（Development Assistance Committee：開発援助委員会）評価５項

目のうち、３項目（妥当性、有効性、効率性）を評価する。加えて、自立発展性の観点から

評価・提言を行う。 
（３）進捗状況、達成度を踏まえ、協力期間終了までに対応すべき事項を両者で確認のうえ、具

体的対応策、スケジュールについて協議し、合意する。また、終了後の対応について協議を

行う。 
（４）上記評価結果および今後対応すべき事項をC/P（Counterpart：カウンターパート）機関と

協議し、合意する。合意内容をM/M（英文）としてまとめ、タイC/P機関と署名をする。 
（５）今後の薬物対策支援および広域協力に係る教訓・提言等を導き出し、評価結果を含め終了

時評価表案を作成する。それを関係在外事務所と協議したうえで終了時評価報告書（和文）

を作成する。 
 
１－２ 調査団の構成 

氏 名 担当業務 所 属 

桑島 京子 団長・総括 
独立行政法人国際協力機構公共政策部ガバナンスグル

ープ長 

木全 洋一郎 協力企画 独立行政法人国際協力機構公共政策部法・司法課 

寺原 譲治 評価分析 財団法人国際開発センター 
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１－３ 調査日程 

2009年１月11日～１月29日 

 月日 曜日  桑島 寺原 木全 宿泊場所

AM １ 1月11日 

  

日 
 PM 

  
  

11:00 NRT→HAN 15:10
（JL5135） 

  

AM 10:00 SODC ２ 
 

1月12日 

  

月 
 PM 

  
  14:00 SODC 

AM 10:00 IFS ３ 
 

1月13日 

  

火 
 PM 

  
  14:00 CNPD 

  
Hanoi 

AM   08:30 HAN-PNH 11:50（VN841） ４ 
 

1月14日 

  

水 
 PM   15:00 NACD  

Phnom 
Phenh 

AM   10:00 NACD（Labo.） 
  14:00 NACD（LE） 

  ５ 
 
 

1月15日 

  

  

木 
 
 

PM 
   21:10 PNH→BKK 22:15（TG699） 

AM   09:00 ONCB ６ 
 

1月16日 

  

金 
 PM   14:00 ONCB（NATSI） 

 

AM   資料整理  ７ 
 

1月17日 

  

土 
 PM   資料整理  

Bangkok

AM   資料整理 
10:55 NRT→BKK 16:00
（JL717） 

８ 
 

1月18日 

  

日 
 

PM   17:55 BKK→RGN 18:40（TG305） 
  07:00 RGN→NPT 07:55（HK731） AM 

   10:00 CCDAC 
９ 

 
 

1月19日 

  

  

月 
 
 PM   NPT→RGN（by car） 

Yangon

AM   09:00 CEO 10 

 

1月20日 

  

火 
 PM   19:40 RGN→BKK21:20（TG306） 

Bangkok

AM   10:00 ONCB   
  13:30 ONCB（NATSI）   

11 

 

 

1月21日 

  

  

水 
 
 

PM 
   18:50 BKK→VTE20:10（QV425） 

AM   09:00 LCDC 12 

 

1月22日 

  

木 
 PM   14:00 FDQCC 

Vientiane

AM   09:00 DCD 13 

 

1月23日 

  

金 
 PM   16:30 VTE→BKK 17:50（QV415） 

AM   14 

 

1月24日 

  

土 
 PM   

資料整理 

AM 10:55 NRT→BKK  15 

 

1月25日 

  

日 
 PM 16:00（JL717） 

資料整理 

AM 10:30 JICA専門家との打合せ 16 

 

 

1月26日 

  

  

月 
 
 

PM 
 

13:00 ミニッツ協議 
（成果達成状況および評価グリッド） 

AM 09:00 ミニッツ協議 17 

 

1月27日 

  

火 
 PM （提言および教訓） 

AM 
 

09:00 ミニッツ最終確認 
11:00 ミニッツ署名 

18 

 

 

1月28日 

  

  

水 
 
 PM Report to大使館およびJICAタイ事務所報告 

Bangkok

AM 19 

 

1月29日 

  

木 
 PM 

08:15 BKK→NRT 16:00（JL708） 22:30 BKK→ 
  
  

20 1月30日 金 AM     →NRT 06:15（JL718）   
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１－４ 主要面談者 

（１）タイ 
１）ONCB（Office of Narcotics Control Board：薬物統制委員会事務局） 

Mr. Chatchai Suthiklom, Senior Narcotics Control Advisor 
Mr. Vichet Puthaviriyakorn, Director, NATSI 
Ms. Kanyanan Kongpatnitiroj, Senior Scientist, NATSI 
Mr. Kraivudh Maneeratana, Law Enforcement Officer 
Mr. Thanapol Thanikkul, Foreign Relations Officer 
Ms. Mayurashatr Pandhuastr, Senior Foreign Relations Officer 
Ms. Khanitha Limvanich, Information and Technology Center 
Mr. Chotipun Jullapech, Law Enforcement Officer 
Mr. Wutthipong Panich-suay, Senior Law Officer 

２）TICA（Thailand International Development Cooperation Agency：国際開発協力事務局） 
Mr. Pichet Khemthong, Program Officer 

３）JICAプロジェクト専門家 
勝俣 祐二  専門家（業務調整） 
黒川 大助  専門家（薬物対策） 
小坂 孝一  専門家（薬物分析） 

４）JICAタイ事務所 
小野田 勝次 所 長 
小川 正純  次 長 
戸島 仁嗣  次 長 
竹内 清佳  所 員 

 
（２）カンボジア 

１）NACD（National Authority of Combating Drugs：内務省国家薬物対策機関） 
Lt. Gen. Moek Dara, Secretary General, Director of Anti-Drug Dept. 
Mr. Sar Chhamrith, Advisor 
Mr. Suon Khoelin, Deputy of Department 
Mr. Chun Thaweat, Deputy Director of International Cooperation Department  
Dr. Meas Vyrith, Director of Narcotics Laboratory  
Col. Duong Sunnara, Deputy Director of Law Enforcement Department 
Mr. Cheat Sovichea, Deputy Head of Drugs Information Center 
Ms. Sithybunrith, Laboratory Analyst 

２）カンボジア薬物対策プロジェクト 
竹内 宏之  専門家（薬物対策） 

３）JICAカンボジア事務所 
小林 雪治  次 長 
寺田 美紀  企画調査員 
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（３）ラオス 
１）LCDC（Lao National Commission for Drug Control and Supervision：国家薬物統制管理委

員会） 
Mr. Ounseng Vixay, Head of Permanent Secretariat 
Mr. Houmphanh Souksavarn, Acting Director of Law Enforcement Division 

２）FDQCC（Food and Drug Quality Control Center：保健省食品・薬物品質統制センター） 
Dr. Latsamay Vongsack, Director 
Mr. Kongchai Khamphoumy, Deputy Head of Narcotic Division 

３）DCD（Drug Control Department, Ministry of Public Safety：公安省薬物取締部）  
Mr. Khamphonh Sihaphanya, Director 
Mr. Seng Houng, Deputy Officer 
Mr. Ouf Sayauth, Technical Officer 

４）JICAラオス事務所 
高島 宏明  所 長 
松元 秀亮  所 員 

 
（４）ミャンマー 

１）CCDAC（Central Committee for Drug Abuse Control：薬物乱用統制中央委員会） 
Pol. Col. Hkam Awng, Joint Secretary 
Pol. Col. Phone Kyaw Shwe, Director, Law Enforcement Department 
Pol. Lt. Col. Than Soe, Deputy Director, International Relations Department 

２）CEO（Chief Examiner's Office：科学鑑定官事務所） 
Ms. Thida Oo, Deputy Director, Head of CEOs in Yangon and Mandalay 
Mr. Saw Henry, Assistant Director of Narcotics and Psycho tropics Section in Yangon 
Mr. Nyan Min Tun, Assistant Director of Narcotics and Psycho tropics Section in Mandalay 
Ms. Nyo Nyo Win, Assistant Director of Forensic stain and General analytical Section in 
Yangon 
Ms. Aye Aye Maw, Assistant Director of Toxicology Section 

３）JICAミャンマー事務所 
佐藤 公平  次 長 
本田 賀子  企画調査員 

 
（５）ベトナム 

１）SODC（Standing Office of Drug Control of Vietnam：国家薬物対策常任委員会） 
Mr. Hoang Anh Tuyen, Deputy Director 
Pol. Col. Ta Duc Ninh, Deputy Director of International Cooperation 
Ms. Nguyen Nhu Ha, Assistant 

２）IFS（Institute of Forensic Science：公安省刑事科学研究所） 
Maj. Gen. Dr. Ngo Tien Quy, Director 
Dr. Du Ding Dong, Director of Drug Analysis Center 
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３）CNPD（Counter Narcotics Police Department：公安省薬物取締部） 
Mr. Nguyen Ngoc Giao, Deputy Chief of Staff Division 
Ms. Nguyen Thi Phuong Thao, Assistant 

４）JICAベトナム事務所 
東城 康裕  次 長 
林  将幸  所 員 

 
１－５ プロジェクトの背景と概要 

（１）プロジェクトの背景 
インドシナ地域において、違法薬物の密造・密売および乱用は、長年にわたる懸案問題

となってきた。過去40～50年のあいだ、タイをはじめとする周辺諸国はこの問題に対処する

ための努力を続けてきたが、今日まで社会、文化、経済、治安等のあらゆる局面に多大な負

の影響を及ぼしている。 
アヘンやヘロインが主体であった従来の違法薬物問題に加え、近年はATS（Amphetamine-

type Stimulus：アンフェタミン系覚せい剤）の密造・密売と、特に若年層による乱用が大き

な社会問題となっている。 
ATS等の違法薬物は国際的なシンジケートを介して大量に密造されており、一国の問題と

して対処することが困難なため、地域的国際的な取り組みが不可欠であるとの認識が強まっ

ている。 
地域的な薬物対策は緊急の課題である一方、薬物対策関連の能力を強化するうえで、科

学的根拠に基づく薬物取締り・捜査を実施するためには、薬物分析技術の向上が前提となる。

域内の効果的な薬物対策のためには、タイおよび周辺国が連携して薬物分析技術を向上させ

ることにより、地域における対策能力の強化が可能となる。 
かかる認識のもと、タイ政府はCLMVにおける薬物分析技術の向上を通じた対策能力の強

化を実現すべく日本政府に支援要請を行い、2002年６月から2005年６月まで、JICAは薬物

対策地域協力プロジェクトを実施した。同プロジェクトにより、各国の薬物鑑定官・取締官

の技術・知識が向上した。 
この成果を踏まえ、CLMV諸国に対するタイの薬物分析や取締りに関する技術支援能力の

向上を目的として、2006年９月21日にJICA、タイ事務所とタイONCBとの間で、2009年３月

31日までを協力期間とするフェーズ２プロジェクトのR/Dが署名された。 
本フェーズ２では、我が国の外務省からの指導により、専門家が技術協力活動を行うす

べての対象国からの要請書が必要となり、要請採択後、個別にCLMV諸国との国際約束およ

びR/Dの締結が必要となった。要請書については、2007年度初頭にミャンマーを除いて提出

され、M/M署名は2007年10月から11月に完了した。ミャンマーについては時間の制約もあ

ったため（立ち上げに通常３年程度を要する）、技術プロジェクトではなく、個別専門家派

遣３件および本邦研修１件として、個別に対応することとした。 
 

（２）プロジェクトの概要 
本プロジェクトでは、①タイONCBのNATSI（Narcotics Analysis and Technical Service 

Institute：薬物分析技術サービス研究所）の薬物および関連物質の分析能力が向上すること、
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②薬物分析と薬物取締りとの連携が強化されること、③薬物取締りと薬物分析／不純物分析

の分野におけるONCB教官の指導能力が強化されることの３点を成果として、薬物分析の指

導、薬物取締りセミナーの実施、CLMV向け薬物取締りおよび薬物分析現地研修の実施とい

った活動を実施した。 
上記３に関する、CLMV向けの活動としては、2008年５月の運営指導調査時に活動項目が

整理され、①外観検査技術を含む薬物分析技術の向上、②薬物分析機器のメンテナンスを行

う体制の構築、③薬物分析結果が活用されるための薬物データベースの構築、④薬物対策／

取締り機関における簡易判定試薬の活用、⑤薬物取締官のためのマニュアル・ハンドブック

の整備、⑥薬物取締官の知識・技術の向上（取締り一般、分析結果の活用）の六本柱で活動

が行われた。 
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第２章 終了時評価の方法 
 
２－１ 評価方針 

（１）プロジェクトの活動実績と成果の評価 
タイでの活動については、2008年５月の運営指導調査にて合意したPDMe（Project Design 

Matrix for evaluation：評価用プロジェクト・デザイン・マトリックス）に基づいて評価グリ

ッドを作成し、評価調査した。 
タイにおいては、プロジェクト目標「ONCBの周辺国技術指導ができるための薬物対策お

よび分析能力の強化」に資する成果として、①薬物分析ラボの能力向上、②薬物分析と対策

の連携強化、③周辺国に対する薬物分析および対策両分野におけるONCBの講師の能力向上

の３点を評価した。 
 

（２）CLMV諸国における活動実績と成果 
CLMV諸国における活動は、タイ向け協力の成果３に関連するとともに、プロジェクト目

標の「外部条件」の位置づけにあるため、これらの進捗状況のモニタリングを行った。

PDM（Project Design Matrix：プロジェクト・デザイン・マトリックス）の外部条件の位置

づけにおいて、2008年５月の運営指導時に改めて整理し、合意した活動計画における６項目

（①外観検査技術を含む薬物分析技術の向上、②薬物調査分析機器のメンテナンス体制の構

築、③薬物調査分析結果が活用されるための薬物データベースの構築、④薬物対策／取締り

機関における簡易判定試薬の活用、⑤薬物取締官のためのマニュアル・ハンドブックの整備、

⑥薬物取締官の知識・技術の向上）に基づき活動の進捗および成果の現状を調査した。 
 
２－２ 評価の手順 

 本プロジェクトの終了時評価は、上述のとおり2008年５月の運営指導調査時にタイ側と合意し

たPDMeおよびCLMV諸国と合意した活動計画をもとに、以下の手順で実施された。 
 
（１）既存資料のレビュー 

事業事前評価表、実施運営総括表、専門家業務完了報告書、専門家業務出張報告書のほ

かに、2008年５月の運営指導調査時以降導入したCLMV向け活動モニタリングシートなどを

レビューし、プロジェクトの形成過程、活動の推移、成果の現状を整理した。 
 
（２）評価グリッドおよび質問票の作成と回収 

2008年５月の運営指導調査時に合意したPDMeをもとに評価３項目に係る評価グリッドを

作成した。評価グリッドにおける評価質問にのっとり、タイONCB向けの質問票を作成し回

収した。 
 
（３）CLMV諸国向け活動・成果のモニタリング 

CLMV諸国のC/P機関を訪問し、六本柱の活動の実施状況に係るヒアリング調査を実施し、

その結果を進捗実績ならびに残る協力期間中の活動計画として整理した。 
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（４）プロジェクトの投入・活動進捗状況の整理および成果・目標の達成状況の確認 
既存資料、質問票回答および現地でのヒアリング等を通じて、投入および活動の進捗状

況を整理し、プロジェクト成果および目標の達成状況を高い（High）、中程度（Moderate）、
低い（Law）の三段階で評価した。 

 
（５）評価３項目による評価と分析 

評価グリッドにおける以下の３項目に対応する評価指標の達成度を検証し、（４）と同様

の基準で評価した。あわせて、自立発展性の見込みについても、政策、組織、財政、技術な

どの点から検討した。 
１）妥当性（Relevance）：タイ政府の政策およびプロジェクト受益者のニーズの観点からプ

ロジェクト目標および上位目標の妥当性を判断する。 
２）有効性（Effectiveness）：プロジェクトが真にターゲット層の利益となっているかを判断

する。プロジェクト成果の実現により、プロジェクト目標が予定通り達成されたかどう

かも判断される。 
３）効率性（Efficiency）：プロジェクトにおける資源が有効に活用されたかという視点から

投入と成果との関係を問う。その意味で、達成されたプロジェクト成果や目標に比して、

プロジェクトの投入コストが妥当であったかが判断される。 
 
（６）評価M/Mの協議・署名 

 作成された投入・活動の進捗状況、成果・目標の達成状況および評価グリッドをもとに、

評価結果の概要を日・タイ双方の評価チーム間で協議した。協議による合意事項をM/Mに

取りまとめ、双方の代表により署名交換された。 
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第３章 プロジェクトの実績と評価結果 
 
３－１ 投入実績 

（１）日本側投入 
１）派遣専門家（付属資料２の表１参照） 

＜長期派遣専門家＞ 
・３人（57.73MM（Man Month：人月）；薬物対策、薬物分析、業務調整。R/Dでは、薬物

対策、業務調整２人の専門家で、60MMの派遣を想定していた。） 
＜短期派遣専門家＞ 
・延べ８人（28.58MM；薬物対策、薬物分析、業務調整。R/Dにおいては、薬物分析は短

期専門家のみが派遣されることを想定していた。） 
２）機材供与 

日本側から、タイONCBに対して供与された機材は、以下のとおりである。 
・Ice（Crystal-type Methamphetamine Stimulus：結晶型メタンフェタミン系覚せい剤）分析

用ソフトウェア（2006年188万円）。 
・大型プリンター〔2008年現地調達118,030バーツ（312,071円）〕 
・データベース用パーソナルコンピューター３台および付属品〔2008年現地調達131,610

バーツ（347,977円）〕 
３）C/P研修（付属資料２の表２） 

・本邦研修：２人（2007年９月） 
４）その他 

現地コンサルタント契約 
・GC（Gas Chromatograph：ガス・クロマトグラフ）維持管理研修（Tramat社による）

〔35,378.69ドル（3,199,649円）〕 
・薬物データベース開発（InfoMania社による）〔1,510,000バーツ（3,992,440円）〕 

５）在外事業強化費 
各国での薬物対策および薬物分析のワークショップ、上記４）の現地コンサルタント

契約等を主な使途として以下のとおり支出した。 

年度 金額 

2006 10,026千円

2007 12,944千円

2008 6,094千円

合計 29,064千円

*１バーツ＝2.644円 
*１ドル＝90.44円（ともに2009年１月統制レート） 

 
（２）タイ側投入 

１）C/P 
・11人のC/PがONCB内３部局（総務、薬物取締り、研究所）から任命されている（付属

資料２の表３）。 
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・JCC（Joint Coordinating Committee：合同調整委員会）メンバーも活動している。 
・研究所強化のため、新たに９人の分析官を採用した。 

２）建物・施設およびその他の便宜供与 
・事務室３室（ONCB本部に２室、研究所に１室） 
・秘書１人 

３）運営資金 
・ONCBの一般予算から支出している。プロジェクトのための特別枠はない。TICA

（Thailand International Development Cooperation Agency：タイ国際開発協力庁）が、秘

書および日本人専門家用運転手の給与を負担している。プロジェクトのための特別枠

は用意されていない。 
・C/Pの外国への出張旅費等は、JICA負担となっている。 

４）分析機器の維持費 
ONCBは、試薬、ガスなどを独自に調達している。 

 
３－２ プロジェクト目標および上位目標の達成見込み 

（１）プロジェクト目標 
＜プロジェクト目標＞ 

（タイ部分；他国においてはそれぞれ設定）タイ薬物対策機関（ONCBおよび関係機関）

が、CLMV諸国の薬物取締りおよび薬物分析／不純物分析分野の技術支援を実施するために、

薬物分析および不純物プロファイリングの能力を強化する。 
本プロジェクト目標は達成される見込みである。その達成状況は以下のとおりである。 
・NATSIの能力向上が図られ、地域における本格的な薬物分析機関として認識されている。 
・ONCB C/Pが各国において、教官／講師としての能力を身につけた。 

 
（２）上位目標 

＜上位目標＞ 
インドシナ域内において科学的証拠に基づく薬物捜査／取締り活動を促進するため、タ

イおよびCLMV諸国間の薬物対策における協力関係が強化される。 
 

上位目標の達成状況について、現時点では判断することはできないが、上位目標に向け

た以下のような進捗をみることができる。 
・薬物データベースが設置されつつあり、円滑な運用が期待されている。NATSIでは不純物

分析の結果が蓄積されつつある。標準化された新規データベースによって、データ交換

の手法がより改善され得る。データ交換がより頻繁に行われることが期待される。 
・タイの専門家リストは作成されている。NATSIは、CLMV諸国がONCBにコンタクトする

際の窓口をトピックごとに指定している。しかし、CLMV諸国ではリソースパーソンのリ

ストを作成しておらず、交換もされていない。 
 
３－３ 成果の達成状況 

（１）成果１：プロジェクト関連の薬物鑑定機関（ONCBの分析ラボ）の薬物等の分析能力が向
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上する。 
成果１の達成状況は中程度である。また、達成される見込みであり、その状況は以下の

とおりである。 
・錠剤型覚せい剤（ATS）の外観プロファイリングおよびGCを利用した不純物分析を指導

できる能力がある。 
・３名の分析官のATSの不純物分析のスキルが向上し、Iceの不純物分析についても技術を習

得しつつある。 
・Iceの不純物分析のためには、分析の精度管理、そのためのデータ管理と蓄積が極めて重

要である。不純物分析ニーズや周辺国の支援ニーズの増大に対応するためには、NATSI分
析官の分担体制や人事配置、分析官間の知識の移転を含めた人材育成が重要である。 

 
（２）成果２：薬物取締り活動において薬物分析が有効に活用されることが定着する。 

成果２の達成状況は高い。その状況は以下のとおりである。 
・ONCBは、すでに薬物情報システムを確立しており、また分析や外観検査の結果・証拠に

基づく捜査、戦略的な取締り方策等に係る国内研修を独自に行うなど、自立性は高い。 
・連携強化に関しては次のような実績がある。①薬物捜査官は押収した薬物をデジタルカメ

ラで撮影し、それをNATSIに送付すると警察署に分析結果が返送される。②すべての警察

署に簡易判定試薬が設置されている。③ONCB分析官が地方の分析官に対して、薬物分析

の結果を捜査に反映させるための研修を実施している。 
・ONCBは薬物捜査官向けの教材を独自に作成している。 
・周辺国向けに開発した薬物データベースはタイと共通のデータ分類等を用いており、

ONCBにも導入予定がある。 
 
（３）成果３：薬物取締りおよび薬物分析／不純物プロファイリングの訓練にかかわるONCBお

よび関係機関の訓練指導者の指導能力が強化される。 
成果３の達成状況は高い。その状況は以下のとおりである。 

・CLMV諸国に対する研修については、2007年度にタイでのワークショップを３回実施した

ほか、2008年３月以降CLMV各国の累次の現地研修において、ONCBスタッフが講師とし

て繰り返し指導にあたっている。ONCBスタッフによる指導教材やマニュアル等も作成さ

れている。 
・ONCBの講師レベルのリソースパーソンリストも作成されている。 
・薬物データベースについては、2008年12月にソフトウェアが完成し、2009年１月から２月

初旬にかけて、各国におけるインストールと操作研修が行われている。 
 
３－４ CLMV諸国の現状と活動の進捗状況 

（１）活動項目１：外観検査技術を含む薬物分析技術の向上 
ATSの不純物分析について、ラオス、ミャンマーでは各１回、カンボジア、ベトナムでは

本プロジェクトに拠らないものも含め、２回以上研修が実施された。ベトナムでは６名の分

析官が、カンボジアでは１名の分析官が不純物分析を含めた技術を習得しているが、他の２

カ国については前駆物質のカラーテストやTLC（Thin-Layer Chromatography：薄層クロマト
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グラフィー）が通常業務となっている。 
 

（２）活動項目２：薬物分析機器のメンテナンスを行う体制が構築される。 
GCはカンボジア、ラオス、ミャンマーで一時故障があったが、現在は稼動している。

JICAがベトナムの現地業者とのGCの保守管理契約締結を支援し、各国に対して維持管理研

修を実施した。各国とも保守管理業者と独自にコンタクトでき、維持管理に係る消耗品やス

ペアパーツの調達方法もおおむね理解している。しかし、ベトナムを除き維持管理予算の確

保は円滑とはいえず、ミャンマーは輸入規制なども制約となっている。なお、カンボジアの

ガス発生装置の故障に際しては、ONCBによるガスボンベの供与が行われている。 
 

（３）活動項目３：薬物分析結果が活用されるための薬物データベース構築 
2008年３月よりデータベースソフトウェア検討に着手し、７月にコンサルタント契約を

締結、12月にソフトウェアが完成し、2009年１月から２月初旬にかけて、各国の薬物分析お

よび取締り部門におけるインストールと操作研修が行われている。各国とも、すでに管理者

および操作者を配置しているが、入力や今後の活用についてはミャンマーをはじめとして継

続支援の要望が強い。 
 
（４）活動項目４：薬物対策／取締り機関における簡易判定試薬活用 

JICAはタイおよびベトナムでの簡易判定試薬の製造を支援し、各国に配布した（ミャン

マーに対してはONCBからの供与も行われた）。簡易判定試薬の研修が実施された（カンボ

ジアでは二国間薬物対策プロジェクトを通じて行われた）。 
 

（５）活動項目５：薬物取締官のためのマニュアル・ハンドブック整備 
カンボジアでは薬品と薬物対策のフィールド技術指針を、ラオスにおいては薬物取締り

に係るマニュアルを作成し、現在、内部承認待ち。ミャンマーでは取締りマニュアルを300

冊作成し、CCDACでのセミナーなどで配布済み。ベトナムにおいては薬物パンフレットを

作成したほか、独自に研修用テキストを作成し活用している。 
 

（６）活動項目６：薬物取締官の知識・技術向上（取締り一般、分析結果の活用） 
薬物取締官向けの研修をカンボジアでは2008年11月に実施。ラオスでは11月上旬に１回

目を、2009年１月に２回目を予定。ミャンマーでは2008年８月、10月に実施。12月に３回目

を予定していたが延期。ベトナムでは独自予算で定期的およびアドホックな研修を実施。い

ずれもONCBとJICA専門家に講師として期待するところが大きい。 
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第４章 評価５項目の評価結果 
 

本プロジェクトは小規模案件であるため、評価５項目のうち、妥当性、有効性、効率性につ

いて評価を行った。加えて、自立発展性の見込みを調査した。 
 
４－１ 妥当性 

 本プロジェクトの妥当性は高い。その理由は以下のとおりである。 
 
（１）タイおよびCLMV諸国の政策との整合性 

タイとCLMV諸国の違法薬物対策政策は、一国の問題だけではなく、以下に示すような多

国間の取り組みを必要としており、各国の政策と高い整合性をもっている。 
・違法薬物問題は古くから、タイ、ラオス、ミャンマーの３か国にまたがる広域問題であっ

た。さらに90年代に、ベトナム、カンボジアでも汚染が進んだ。薬物の種類も、大麻、

アヘン、ヘロインなどから、ATSやコカインなどの合成薬物に移ってきており、生産がよ

り巧妙になってきている。 
・タイ：第９次国家経済社会計画（2002-2006）では、薬物問題が政府の重点政策に挙げら

れている。2007年には薬物関連司法手続きが改定されるなど引き続き関心が高い。 
 
（２）ターゲット・グループの選択 

ターゲット・グループは、「ONCBの薬物管理（薬物取締り、薬物分析）のインストラク

ター」と設定されており、成果１、成果２の直接の対象となっている。 
フェーズ１を通じて、ONCBは高い能力をもつ職員を擁しており、彼らをインストラクタ

ーとして設定するターゲット・グループの選択は適切なものであった。職員の高い能力を地

域において示す機会を提供することによって、彼らのコア業務におけるモチベーションを高

めることになる。またNATSIやONCBにとっては、プロジェクトにおけるターゲット・グル

ープの活動によって組織自体のプレゼンスの向上に貢献し、引いてはCLMV諸国の薬物取締

りおよび薬物分析能力の強化に寄与している。 
 
（３）日本の援助政策との整合性 

日本のODA（Official Development Assistance：政府開発援助）大綱（2003年８月）および

ODA中期計画（2005年２月）においては、薬物問題を地球的規模の問題として取り上げて

いる。外務省の「対タイ国別経済協力計画（2006年５月）」では、タイのドナー化支援方針

「地域協力の推進（第三国における共同支援）」が示されている。 
JICAの「国別事業実施計画（タイ）」（2006年10月）においても、上記国別経済協力計画

に沿っており、整合性が非常に高い。 
 
（４）プロジェクトの枠組みの形成プロセス 

広域案件としての枠組みに関する関係国間の合意形成は、プロジェクト開始後に行われ

たため、枠組み形成プロセスとしての妥当性は十分とはいえない。 
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４－２ 有効性 

 プロジェクトの有効性は中の上レベルである。 
 
（１）プロジェクト目標と成果の達成状況 

プロジェクト目標と成果の達成状況は評価グリッドのとおりである。 
 
（２）プロジェクト成果以外による有効性の促進・阻害要因 

＜促進要因＞ 
JICAはカンボジアにおいて、二国間の薬物対策プロジェクトを実施中であり、円滑な連

携と相乗効果が図られた。 
＜阻害要因＞ 

CLMVからJICAへの要請書の到達が遅れ、CLMVにおける活動開始が遅れた。 
 
４－３ 効率性 

 プロジェクトの効率性は中程度である。 
 
（１）達成された成果に対する投入の適切さ 

日本人専門家の投入の全体規模は適切であったが、最終の８か月に活動負荷が集中して

しまった。GCなどの主な機材がフェーズ１で導入されており、フェーズ２では円滑に業務

を開始することができた。C/Pは十分な能力をもっており、配置も適切であった。経験をも

ったNATSIのC/Pの１人が2008年11月に異動した。 
 
（２）成果達成のための効率性 

成果１に関しては、日本側からの機材の投入が少なくても、十分な成果を達成すること

ができた。 
成果２に関しては、ONCBは彼ら自身のイニシアティブにより、薬物取締官の訓練を実施

することができた。また、新たに開発したONCBの薬物データベースは、CLMVでのデータ

ベースと同様のデータ構造を有しており、将来の効率的なデータ交換を実現し得る。 
成果３に関しては、リーダーワークショップをCLMV向け活動の最初に実施することによ

り、各国に薬物分析と薬物取締りに係る標準的な知識を効率的に提供することができた。 
 
（３）プロジェクト成果以外による効率性の促進・阻害要因 

＜促進要因＞ 
ONCBが、カンボジアおよびミャンマーを二国間ベースで支援している。 

＜阻害要因＞ 
ミャンマーにおけるGCが長期間使用できない状態にあった。試薬、付属品、メンテナン

ス・サービスがCLMV各国内で、容易に調達できない場合がある。 
輸入手続き等のため試薬、付属品の調達に相当な時間がかかり、活動予定の作成を前倒

しで行う必要があった。 
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４－４ 自立発展性の見込み 

CNCBは、CLMV諸国からの要請に基づき、技術支援を継続する用意があることから、プロジ

ェクトへ自立発展性の見込みは認められる。しかし、以下の点が課題とされる。 
 

（１）NATSIスタッフはプロジェクト終了までにIceの不純物分析の手法を習得見込みであるが、

そのデータの精度を向上させていくことが課題である。 
（２）ONCBはCLMVに対する人材育成を支援するだけの十分な人材を有し、CLMVからの要請

ベースで支援していく意向をもっている。 
（３）NATSI内で協力により移転した知識・技術を他の分析官に伝えていくことが課題である。 
（４）薬物データベースがCLMVにインストールされたばかりであるため、その運用状況につい

てモニタリングをしていく必要がある。 
 
４－５ 結 論 

 以下の達成事項により、プロジェクト目標「ONCBが周辺国技術指導を行うための薬物対策お

よび分析能力の強化」は、計画どおりに達成する見込みである。 
・NATSIはATSのIPに十分な能力を有している。 
・NATSIスタッフはICEのIPに係る手続きの知識を習得した。 
・ONCBは薬物取締りに係る現地国内研修を独自に実施した。 
・薬物データベースがタイおよびCLMVにインストールされ、薬物分析情報が薬物取締りとつな

がることが期待されている。 
・ONCBの分析官および取締官がCLMV向け研修に講師として参加することを通じて、講義をす

るだけの十分な能力が強化された。 
・ONCBはCLMVに対して教材や試薬、消耗品を独自に供与し、研修効果を高めた。 
 

－15－



第５章 提言と教訓 
 
５－１ 提 言 

プロジェクト目標「ONCBが周辺国技術指導を行うための薬物対策および分析能力の強化」は、

計画どおりに達成する見込みであり、予定どおりに2009年３月31日で、本プロジェクトを終了す

ることを提言する。 
 
プロジェクトによって得られた成果の自立発展性、ならびにCLMV諸国における活動の持続性

を考慮したうえで協力期間中および終了後に向けた提言事項は次のとおりである。 
 

（１）プロジェクト期間中に考慮すべき事項 
１）ONCBはIce型の不純物分析技術を習得する予定であるが、よりデータ管理を向上させ、

分析の精度を維持・向上させることに、より留意を傾けるべきこと。 
２）拡大する分析ニーズと周辺国の支援ニーズに効果的に応えるためには、NATSIにおける

知識の移転や人事管理を含む人材育成に留意すること。 
３）薬物データベースの導入や操作研修の進捗をみながら、技術的なフォローとモニタリン

グを行うこと。 
４）2009年３月には、タイにおいて取りまとめのための地域セミナーを開催し、周辺国との

間で、プロジェクトの成果と進捗を共有し、将来的な地域協力を議論すること。JICAは、

周辺諸国の参加者経費を支援する。 
 
（２）プロジェクト終了後、CLMV諸国の自助努力を持続させるために考慮すべき事項 

１）地域のなかでも、CLMにおけるGCを用いた不純物分析技術の向上は長期的視野で取り

組むべき課題である。GCの維持管理への継続的努力を激励すべきであり、長期にわたる

自助努力強化のための適時のモニタリングや助言が重要である。 
２）データベースの継続的かつ有効な活用状況についても、各国の状況ごとに、適時のモニ

タリングと活用推進が必要である。 
３）ONCBは、CLMV諸国からの要請に基づき技術支援を継続する用意があることを表明し

ている。 
 
５－２ 教 訓 

（１）地域協力のプロジェクト形成 
地域協力プロジェクトの絞込みや設計、関係国間の合意形成にあたっては、時間軸や手

続き的な順序についてより慎重に検討することが必要である。二国間R/Dなどを締結する前

の時点で地域的な合意形成を図ることが望ましい。 
 
（２）機材の自立的維持管理 

各国機関において、フェーズ１で供与されたGCの安定的運用ができるかどうかが、フェ

ーズ２の活動にも影響を与えた。新しい機材の供与にあたっては、担当機関に維持管理コス

トや予防的措置の必要性を理解させることが不可欠である。加えて、受入れ機関が自国政府
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に対し予算要求すること、継続的な運用を確実に行えるよう自立的な維持管理能力を構築す

るための助言を提供し、受益国側の努力を促進することが重要である。 
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